
よりそい、見つめ合います

  2024（令和 6 年）
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Ⓒみんなのよい食プロジェクト

ジャッホー 6

第24回フォトコンテスト入賞作品 「盛夏」　比田井 和男さん（佐久市）

■佐久浅間ハイライト
　１月号から5月号のトピックスから厳選した話題
■スマイルＪＡ女性会　家の光記事活用「JAわくわく教室」
■家庭菜園便利帖　カボチャ
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両利きの経営を基軸として地域農業の発展を目指す
第２５回通常総代会・緊急決議・新組合長あいさつ・新役員体制
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両
利
き
の
経
営
を
基
軸
と
し
て

　
　

地
域
農
業
の
発
展
を
目
指
す

　

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
28
日
、
小
諸
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
第
25
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
代
数
６
４
１
人
に
対
し
、
本
人
出
席

２
３
１
人
、
書
面
出
席
３
７
６
人
、
計
６
０
７

人
に
よ
り
総
代
会
が
成
立
。
提
出
し
た
全
議
案

が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
沼
組
合
長
は
「
一
つ
一
つ
の
課
題
に
つ
い

て
、
一
つ
一
つ
の
可
能
性
を
追
い
求
め
る
こ
と

が
両
利
き
の
経
営
の
根
幹
で
あ
る
。
事
業
改
革

を
進
め
農
家
経
営
の
安
定
と
農
家
所
得
の
向

上
、
地
域
農
業
の
発
展
を
目
指
し
取
り
組
み
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
内
堀
喜
代
志
さ
ん
と
滝
澤
隆
さ
ん

を
選
任
。
議
事
で
は
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告

や
令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
計
画
、
役
員

の
選
任
な
ど
全
９
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
出

席
者
か
ら
は
Ｊ
Ａ
の
各
事
業
に
対
し
て
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
実
践
し
て
き

た
第
二
次
３
カ
年
プ
ラ
ス
２
カ
年
計
画
の
最
終

年
度
と
し
て
「
食
と
農
で
笑
顔
を
育
み
、
次
世

代
へ
つ
な
ぐ
地
域
を
つ
く
り
ま
す
」
を
ビ
ジ
ョ

ン
に
「
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
」
「
地

域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
農
業
と
地
域
の
未

来
を
創
る
」
を
基
本
方
針
に
、
事
業
改
革
に
よ

る
既
存
事
業
の
深
堀
り
と
未
来
へ
の
投
資
に
よ

る
両
利
き
の
経
営
を
基
軸
と
し
て
、
農
業
所
得

の
増
大
と
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
を
確
立
し
、
持
続
可

能
な
地
域
農
業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

あいさつする浅沼組合長

議長の内堀さん（左）と滝澤さん

第６号議案で行われた投票

特集
第25回通常総代会で緊急決議を採択

食料安全保障の強化に向けた基本農政の確立と
国民理解醸成に向けた緊急決議

　議事終了後は「食料安全保障の強化に向けた基本農政の確立と国民理解醸成に向けた
緊急決議」を提案。食料安全保障の強化や適正な価格形成の実現など、新たな「食料・
農業・農村基本法」に沿った形で政府などに強く求めるとともに、食と農に対する消費
者の理解醸成と行動変容が不可欠なため、農業と地域社会に根ざした組織としての社会
的役割を果たしていくことを確認し採択しました。

　我が国の農業は、少子高齢化により農業従事者数が年々減少している。
　また、気象災害を始めウクライナ戦争や中東情勢の悪化、更には極端な円安など「複合危
機」が続き、生産資材価格の高止まりが依然として続いている。
　一方では、世界的な物価高騰の波の中で、その流れに国産農畜産物価格だけが取り残され、
このままでは、多くの地域で農業経営の継続が困難となる危機的な状況となっている。
　こうした状況の中、国の農政の憲法とされる「食料・農業・農村基本法」の見直しに向け
た検討が一昨年より行われ、改正法案が今通常国会で可決・成立する見通しであり、農政は
大きな転換期を迎えている。
　ＪＡグループでは、基本法の見直しにあたり、これまでも政策提案・要請活動を積み重ね
てきたが、今後も、「食料安全保障の強化」や「適正な価格形成の実現」、「多様な農業者
への支援」など、新たな基本法に沿った形で、早急に施策の具体化を図っていくことを、政府・
与党などに強く求めていく。
　また、食料安全保障の強化や適正価格を実現するためには、わが国の食と農に対する消費
者の理解醸成と行動変容が不可欠であることから、ＪＡグループでは、地域での「地産地消」
を推進し、更には全国的な積上げによる「国消国産運動」に、グループの総力を挙げ取り組
んでいくこととする。
　本年は中期3カ年計画の総仕上げの年であり、秋には第73回ＪＡ長野県大会が開催される。
　農業や、ＪＡの組織・事業等を取り巻く環境は厳しさを増しているが、こうした状況であ
るからこそ、我々は協同の力を発揮し、組織内外に理解と共感が得られる新たなビジョンを
作成し、活動と事業の好循環による豊かな営農と暮らしを実現することによって、今後も総
合事業体として、農業と地域社会に根ざした組織としての社会的役割を果たしていく。

　以上、決議する。

　令和６年５月２８日
　佐久浅間農業協同組合

第２５回通常総代会



5 JAHOO
2024-6 4JAHOO

2024-6

新常勤役員就任式（5 月 29 日・本所）

理　
　
　

事

■
代
表
理
事
組
合
長

　

髙
栁 

利
道
　
（
佐
久
市
）

■
代
表
理
事
専
務
理
事

　

栁
澤 

正
　
　
（
佐
久
市
）

■
常
務
理
事

　

金
融
共
済
担
当

　

小
林 

清
　
　
（
佐
久
市
）

■
常
務
理
事

　

生
産
担
当

　

茂
木 

秀
二
　
（
軽
井
沢
町
）

■
企
画
総
務
担
当
理
事
委
員
会

委
員
長

　
磯
貝 

源
夫
　
　
（
佐
久
市
）

副
委
員
長

　
小
池 

宗
夫
　
　
（
立
科
町
）

委
員

　
武
井 

信
一
　
　
（
東
御
市
）

　
駒
村 

啓
一
　
　
（
佐
久
市
）

　
楜
沢 

静
枝
　
　
（
佐
久
市
）

　
日
向 

信
夫
　
　
（
佐
久
市
）

　
金
子 

裕
之
　
　
（
小
諸
市
）

　
小
林 

浩
一
　
　
（
小
諸
市
）

　
須
田 

幸
枝
　
　
（
佐
久
穂
町
）

■
金
融
共
済
担
当
理
事
委
員
会

委
員
長

　
柳
沢 

益
男
　
　
（
佐
久
市
）

副
委
員
長

　
古
越 

茂
美
　
　
（
御
代
田
町
）

委
員

　
井
出 

や
よ
い
　
（
佐
久
市
）

　
矢
島 

め
ぐ
み
　
（
立
科
町
）

　
秋
山 

政
人
　
　
（
佐
久
市
）

　
植
松 

政
幸
　
　
（
佐
久
市
）

　
三
石 

和
久
　
　
（
佐
久
市
）

　
栁
澤 

正
弘
　
　
（
小
諸
市
）

　
清
水 

陽
子
　
　
（
御
代
田
町
）

■
生
産
担
当
理
事
委
員
会

委
員
長

　
小
宮
山 

政
男
　
（
軽
井
沢
町
）

副
委
員
長

　
市
川 

正
一
　
　
（
佐
久
穂
町
）

委
員

　
山
浦 

一
利
　
　
（
佐
久
市
）

　
土
屋 

寿
恵
　
　
（
小
諸
市
）

　
花
岡 

和
夫
　
　
（
佐
久
市
）

　
小
澤 

真
一
　
　
（
佐
久
穂
町
）

　
箕
輪 

文
彦
　
　
（
佐
久
市
）

　
山
浦 

清
志
　
　
（
佐
久
市
）

　
桜
井 

秀
子
　
　
（
佐
久
市
）

■
子
会
社
・
関
連
事
業
管
理

　

担
当
理
事
委
員
会

委
員
長

　
武
井 

信
一

副
委
員
長

　
山
浦 

一
利

委
員

　
磯
貝 

源
夫

　
小
池 

宗
夫

　
柳
沢 

益
男

　
小
宮
山 

政
男

　
井
出 

や
よ
い

　
花
岡 

和
夫

　
小
林 

浩
一

　
山
浦 

清
志

　
須
田 

幸
枝

　
清
水 

陽
子

常
勤
役
員

　

髙
栁 

利
道

　
栁
澤 

正	

　
小
林 

清	

　
茂
木 

秀
二

■
代
表
監
事

　
井
出 

健
一
　
　
（
佐
久
市
）

■
代
表
監
事
代
理

　
渡
辺 

永
　
　
　
（
佐
久
穂
町
）

監　
　
　

事

■
監
事

　
大
森 
一
　
　
　
（
佐
久
市
）

■
員
外
監
事

　
依
田 
文
雄
　
　
（
軽
井
沢
町
）

■
常
勤
監
事

　
塩
川 

隆
幸
　
　
（
小
諸
市
）

■
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
株
式
会
社
ア
メ
ッ
ク

　

代
表
取
締
役
社
長

　
内
藤 

浩
　
　
（
小
諸
市
）

　

常
務
取
締
役

　
佐
藤 

弘
毅
　
（
佐
久
市
）

■
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

　
代
表
取
締
役
社
長

　
中
堀 

徹
　
　
（
立
科
町
）

　

常
務
取
締
役

　
阿
部 

昌
史
　
（
立
科
町
）

■
株
式
会
社
佐
久
浅
間
ラ
イ
フ
ナ
ー

　
代
表
取
締
役
社
長

　
土
屋 

哲
夫
　
（
佐
久
市
）

　

常
務
取
締
役

　
花
里 

康
徳
　
（
佐
久
市
）

■
株
式
会
社
オ
ー
ト
パ
ル
佐
久
浅
間

　
代
表
取
締
役
社
長

　
矢
野 

光
宏
　
（
佐
久
市
）

　

常
務
取
締
役

　
石
山 

晃
　
　
（
佐
久
市
）

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平

素
よ
り
地
域
農
業
振
興
に
ご
尽
力
を
頂
く
と
と
も

に
、
当
組
合
事
業
に
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
第
25
回

通
常
総
代
会
」
に
て
役
員
選
任
議
案
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
臨
時

理
事
会
に
お
い
て
こ
の
度
、
代
表
理
事
組
合
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
も
合
併
以
来
、
四
半
世
紀
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
農
業
や
Ｊ

Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て

も
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
職
責
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
信
頼
と

期
待
に
応
え
る
べ
く
「
た
と
え
、
苦
難
の
渦
中
で

も
己
の
意
思
」
を
貫
き
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
は
北
に
は
噴
煙
た
な
び
く
浅
間
山

麓
と
、
西
に
は
八
ヶ
岳
の
山
々
の
ふ
も
と
に
広
が

る
中
山
間
地
域
、
管
内
の
中
央
を
還
流
す
る
千
曲

川
水
系
に
よ
り
、
農
畜
産
物
を
育
て
る
に
は
、
他

の
産
地
に
は
無
い
恵
ま
れ
た
潤
い
の
あ
る
緑
豊
か

な
自
然
環
境
が
保
た
れ
、
県
内
で
も
有
数
の
農
畜

産
物
の
総
合
供
給
産
地
と
し
て
、
各
品
目
と
も
に

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ
、
高
速
交
通
網
の

整
備
に
よ
り
都
市
近
郊
型
産
地
と
し
て
、
市
場
か

ら
も
期
待
さ
れ
る
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
豊
か
な
地
域
を
、
ま
ず
は
守
ら

な
け
れ
ば
地
方
は
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
い
つ
の

時
代
も
「
農
業
は
国
の
礎
」
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
農
村
の
強
化
こ
そ
が
我
が
国
を
救
う
こ
と

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
・
第

二
次
３
カ
年
プ
ラ
ス
２
カ
年
計
画
」
の
３
年
目
の

最
終
年
で
も
あ
り
、
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
重

要
な
年
と
な
る
た
め
、
今
ま
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
実
践
し
「
新
た
な
挑
戦
」
と
「
持
続
可
能

な
地
域
農
業
の
実
現
」
の
た
め
、
地
域
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
「
農
業
と
地
域
の
未
来
」
を
創
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

体
力
あ
る
今
の
う
ち
に
、
10
年
先
を
見
据
え
攻

め
の
経
営
戦
略
に
転
じ
る
こ
と
の
で
き
る
Ｊ
Ａ
佐

久
浅
間
を
築
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
常
に
何
事

に
も
挑
戦
と
改
革
尽
き
る
事
な
し
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
こ
れ
か
ら
３
年
間
、
積
極
果
敢
な
挑
戦
に
よ

り
「
Ｊ
Ａ
の
存
在
価
値
」
の
更
な
る
向
上
と
「
農

業
所
得
の
最
大
化
」「
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
は
国
の
農
政
の
憲
法
と
さ
れ
る
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
」
が
改
正
さ
れ
、
言
わ
ば
新

し
い
日
本
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

「
平
時
に
お
い
て
の
食
料
安
全
保
障
の
抜
本
的

な
強
化
」
や
「
合
理
的
な
費
用
が
考
慮
さ
れ
た
適

正
な
価
格
形
成
」
な
ど
の
法
案
が
審
議
さ
れ
、
農

業
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
時

代
に
向
っ
て
「
新
し
い
風
を
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う

に
」
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
急
激
な
円
安
と
社
会
情
勢
の
変
化
や

気
候
変
動
な
ど
複
合
危
機
に
よ
り
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻

く
環
境
は
更
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
の
生
命
と
大
切
な
財
産
を
守

り
、
生
活
と
暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
金

融
・
共
済
事
業
の
安
定
も
重
要
で
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
選
ば
れ
、
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

を
目
指
す
と
と
も
に
、
い
か
な
る
社
会
変
化
に
も

耐
え
抜
く
た
め
「
力
強
い
Ｊ
Ａ
」
を
築
き
「
な
く

て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
管
内

３
市
４
町
の
行
政
と
充
分
な
連
携
の
も
と
、
農
業

と
地
域
振
興
に
全
力
で
取
り
組
み
、
明
日
へ
未
来

へ
と
繋
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
役
職
員
一
同
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
遵
守
を
徹
底
し
、
地
域
に
根
差
し
た
Ｊ
Ａ

と
し
て
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
、
誠
心

誠
意
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
組

合
員
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご

健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
髙
栁 

利
道
　

子
会
社
役
員

【
新
役
員
体
制
】



共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ
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スマイル
ＪＡ女 性 会

家の光記事活用「JA わくわく教室」

スマホストラップづくり（手芸コース）

料理コース

カルガモ探し 海外旅行

　私の趣味はカルガモ探し。散
歩中、川や田んぼ等で出会うこ
とができます。つがいで寄り
添って行動したり、家族でまと
まってお昼寝をしたり、その仲
の良い姿が最大の魅力です。そんな私の夢は、カルガ
モ親子に出会うこと。小さな雛を連れた親子に出会っ
たことがなく、テレビでカルガモ親子の引っ越しを見
かけてはうらやむばかり・・・。今年こそは！と気合
を入れて明日からまた散歩に出かけます。
　それからもう一つ。夫や家族と、カルガモ親子のよ
うにずーっと仲良しでいること！二つの夢が叶います
ように。

　これからの夢と言えば、農
業リタイア後の趣味に没頭で
きる生活。まずは海外旅行。
見たことがないような景色。
味わったことがない食事、そ
んなことが経験できるのが海外旅行の醍醐味。考え
るだけでわくわくする。その為には今が大事。英会
話のスキルアップ、体力維持。英語さえマスターし
ていれば何とかコミュニケーションがとれるし、海
外旅行の楽しみが倍増する。リタイア後体力がなけ
ればどこへも行けない。
　夢のような生活をモチベーションにあと２０年、
農業がんばるぞ。

佐久市伴野
齋藤 英美理さん（36歳）

佐久穂町八郡
山崎 猛哉さん（56歳）

　教育文化活動の強化、女性会会員や組合員の満足度向
上に取り組む活動として、家の光をテキストとした創作
活動（手芸）・料理教室を４会場で開催しています。手
芸コースの初回は令和６年 3 月号掲載のスマホストラッ
プづくり、どの会場も四つ編みに悪戦苦闘しながらも完
成に近づくことが出来ました。三つ編みとは違い、簡単
に出来ないからこそ生まれるコミュニケーションもあり
ました。料理コースの初回は令和６年４月号・５月号掲
載の料理レシピより黒米の押し寿し、豚肉とタマネギの
黒酢風味サラダ、アスパラガスと新タマネギのみそ汁の
３品をつくりました。季節の野菜とエーコープマーク品

を活用し、商品についても学ぶことができます。
　手芸は偶数月、料理は奇数月に計画し令和 7 年 1 月まで
開催の予定です。

■女性会に参加したい、もう少し詳しく内容を知り
　たい方は
　企画総務部ふれあい広報課
　TEL 0267ー68ー1112・業務携帯 070ー4808ー7931まで

「夢」

Sakuasama Highlight

新規栽培者を募集

仕上げ剪定講習会 生産資材の最新情報を提供

人工授粉で結実確保

花卉（トルコギキョウ）振興プロジェクト

ぶどう栽培振興プロジェクト 肥料・農薬・資材品目説明会

スモモ「シナノパール」人工授粉講習会

JAHOO１月号から５月号のSakuasama Topicsから厳選した話題をお届けします。

２月号

４月号 ３月号

５月号

最高金賞に佐久穂の土佐谷さん
第５回ＪＡ佐久浅間一番うまい米
コンテスト

１月号

栽培方法を説明する担当者

剪定作業を学ぶ参加者 担当者から商品の説明を受ける参加者

毛ばたきを使用した受粉の方法を学ぶ参加者

最高金賞の土佐谷さん（前列左から5人目）と受賞者ら

ＪＡ佐久浅間催し物カレンダー 令和６年12月まで

8月 中　旬 花市（各直売所）

11月 29日㈮

11月 30日㈯

第25回ＪＡ佐久浅間フォトコンテスト締切日

9月 13日㈮ 女性会フェスティバル

7月 6日㈯7日㈰ 道の駅ヘルシーテラス佐久南7周年感謝祭

家の光大会11月

各地区収穫祭10月・11月

第6回一番うまい米コンテスト（御代田町）

第20回ＪＡ佐久浅間年金友の会俳句コン
テスト募集開始12月

※開催日時・場所等詳細についてはＪＡ佐久浅間ホームページ
　でご確認下さい。



営
農
経
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部
営
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企
画
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家
庭
菜
園
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特
徴

　

ア
メ
リ
カ
大
陸
原
産
の
ウ
リ
科
で
、

ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ロ
テ
ン
な
ど
の
栄
養
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
比
較
的
つ

く
り
や
す
く
、
家
庭
菜
園
で
は
無
農
薬

栽
培
し
や
す
い
緑
黄
色
野
菜
で
す
。

　

土
壌
を
選
ば
ず
広
い
範
囲
で
栽
培
で

き
、
土
壌
病
害
の
被
害
を
受
け
る
こ
と

が
少
な
い
た
め
、
連
作
に
も
耐
え
ら
れ

ま
す
。
火
山
灰
土
な
ど
で
リ
ン
酸
が
欠

乏
す
る
と
、
着
果
が
悪
く
な
り
ま
す
。

カ
ボ
チ
ャ
の
根
は
浅
く
広
く
張
り
、
吸

肥
力
も
旺
盛
で
す
。
土
壌
の
乾
燥
に
は

強
く
過
湿
に
は
弱
い
の
で
、
排
水
の
良

い
畑
を
選
び
ま
す
。

作
型   

・
春
育
苗
作
型　

４
月
中
旬
〜
５
月
上

旬
に
ポ
ッ
ト
に
播
種
し
、
５
月
下
旬

〜
６
月
上
旬
に
定
植
し
ま
す
。
８
月

上
旬
〜
９
月
に
収
穫
し
ま
す
。

・
春
直
播
作
型　

霜
の
心
配
が
無
く

な
っ
た
５
月
中
旬
〜
下
旬
に
播
種
し

ま
す
。
雑
草
防
止
と
地
温
確
保
の
た

め
に
マ
ル
チ
を
利
用
す
る
と
、
初
期

生
育
の
促
進
が
図
れ
ま
す
。
８
月
中

旬
〜
10
月
上
旬
に
収
穫
し
ま
す
。

・
抑
制
作
型　

７
月
10
日
頃
ま
で
に
直

播
し
ま
す
。
播
種
が
遅
れ
る
と
未
熟

果
と
な
り
収
穫
で
き
な
く
な
る
の

で
、
播
種
時
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

主
な
種
類

①
ニ
ホ
ン
カ
ボ
チ
ャ

果
実
は
や
や
小
さ
め
で
表
面
に
深
い

縦
じ
わ
が
あ
り
、
果
肉
は
ね
っ
と
り

し
た
粘
質
で
煮
も
の
に
適
し
て
い
ま

す
。
品
種
は
「
黒
皮
」
「
菊
座
鹿し
し
がケ

谷た
に

」
「
ち
り
め
ん
」
な
ど
。

②
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ボ
チ
ャ

一
代
雑
種
で
品
質
の
良
い
え
び
す
系

の
品
種
が
多
く
、
果
皮
は
な
め
ら
か

で
、
粉
質
の
果
肉
は
甘
味
が
強
く
ホ

ク
ホ
ク
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
、
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ボ
チ
ャ
が
栽
培
の

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
品
種
は

「
え
び
す
」
「
み
や
こ
」
「
坊
ち
ゃ

ん
」
な
ど
。

③
ペ
ポ
カ
ボ
チ
ャ

一
般
に
「
お
も
ち
ゃ
カ
ボ
チ
ャ
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
用
品
種
は
「
金

糸
ウ
リ
」
「
ズ
ッ
キ
ー
ニ
」
な
ど
。

畑
の
準
備   

　

通
気
性
を
高
め
て
根
張
り
を
良
く
す

る
た
め
、
排
水
と
日
当
た
り
の
良
い
場

所
を
選
び
ま
す
。
根
は
浅
く
広
く
張
り

吸
肥
力
が
強
い
の
で
、
追
肥
は
原
則
不

要
で
す
。
窒
素
過
多
は
つ
る
ぼ
け
と
な

り
、
実
の
つ
き
が
悪
く
な
る
の
で
注
意

し
ま
す
。

　

定
植
・
種
ま
き
の
一
週
間
前
に
は
、

１
㎡
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
〜

１
５
０
ｇ
、
堆
肥
１
㎏
、
化
成
肥
料
50

〜
60
ｇ
を
よ
く
施
用
し
ま
す
。

種
ま
き

①
直
ま
き
…
マ
ル
チ
を
し
て
植
穴
に
３

粒
ま
き
、
覆
土
後
に
ホ
ッ
ト
キ
ャ
ッ

プ
を
し
て
、
本
葉
２
〜
３
枚
頃
１
本

に
間
引
き
ま
す
。

②
育
苗
…
12
㎝
ポ
ッ
ト
で
30
〜
35
日

間
、
本
葉
４
〜
５
枚
頃
ま
で
育
苗
し

ま
す
。

定
植

　

霜
の
恐
れ
が
な
く
な
る
５
月
中
旬
以

降
、
畝
幅
１
５
０
〜
２
０
０
㎝
、
株
間

60
〜
１
０
０
㎝
に
定
植
し
ま
す
。
定
植

後
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
簡
単
な
支
柱
を

し
て
十
分
に
灌
水
し
ま
す
。

　

肥
料
袋
を
使
っ
た
ア
ン
ド
ン
や
ホ
ッ

ト
キ
ャ
ッ
プ
ま
た
は
ポ
リ
ト
ン
ネ
ル
な

ど
に
よ
っ
て
、
生
育
促
進
と
凍
霜
害
防

止
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
黒
マ

ル
チ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
雑
草
防
止

と
地
温
確
保
に
よ
る
初
期
生
育
の
促
進

が
図
れ
ま
す
。

整
枝

　

整
枝
の
仕
方
は
、
品
種
や
作
型
な
ど

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

セ
イ
ヨ
ウ
カ
ボ
チ
ャ

①
親
づ
る
だ
け
を
残
す
（
親
づ
る
１
本

仕
立
て
）
…
１
番
果
は
早
く
収
穫
で

き
る
が
収
量
は
少
な
い
。

②
親
づ
る
と
１
〜
２
本
の
子
づ
る
を
残

す
（
親
づ
る
と
子
づ
る
仕
立
て
）
…

早
期
収
量
が
あ
る
程
度
得
ら
れ
、
苗

数
も
少
な
く
て
よ
い
。

③
親
づ
る
を
本
葉
４
〜
５
節
で
摘
心

し
、
子
づ
る
を
２
〜
３
本
残
す
（
子

づ
る
仕
立
て
）
…
早
期
収
量
は
期
待

で
き
な
い
が
一
斉
収
穫
が
可
能
。

ニ
ホ
ン
カ
ボ
チ
ャ

　

親
づ
る
を
本
葉
５
〜
６
節
で
摘
心

し
、
子
づ
る
を
３
〜
４
本
残
す
子
づ
る

仕
立
て
が
主
に
行
わ
れ
ま
す
。

●
摘
心
法
は
、
そ
ろ
っ
た
子
づ
る
に
な

り
、
低
節
位
の
果
実
は
肥
大
が
悪
い
の

で
10
節
以
降
に
１
〜
２
果
着
果
さ
せ
、

こ
こ
ま
で
の
雌
花
と
孫
づ
る
は
取
り
、

果
実
に
栄
養
を
集
め
ま
す
。
つ
る
が
50

㎝
位
伸
び
た
頃
か
ら
先
を
そ
ろ
え
、
同

一
方
向
に
伸
ば
す
と
管
理
が
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
着
果
先
の
雌
花
は
、
結
実

し
な
い
う
ち
に
摘
み
ま
す
。

人
工
授
粉   

　

早
い
時
期
は
昆
虫
の
飛
来
が
少
な
い

の
で
人
工
授
粉
し
ま
す
。
雌
花
（
花
の

付
け
根
が
膨
ら
ん
で
い
る
）
の
開
花
当

日
で
早
朝
、
雄
花
の
花
弁
を
取
っ
て
花

粉
を
付
け
や
す
く
し
た
オ
シ
ベ
を
雌
花

の
柱
頭
（
メ
シ
ベ
）
に
花
粉
が
均
一
に

付
く
よ
う
に
軽
く
こ
す
り
つ
け
ま
す
。

花
粉
の
受
精
能
力
は
開
花
後
３
〜
４
時

間
な
の
で
、
午
前
９
時
頃
ま
で
に
行
う

方
が
着
果
良
好
と
な
り
ま
す
。

　

着
果
節
か
ら
展
開
葉
が
10
枚
以
上
は

必
要
で
す
。
先
端
の
着
果
は
軽
く
甘
み

が
な
い
た
め
、
着
果
先
の
雌
花
は
結
実

し
な
い
よ
う
に
摘
み
取
り
ま
す
。

追
肥
（
必
要
な
場
合
） 

　

果
実
が
握
り
こ
ぶ
し
大
に
な
っ
た

頃
、
化
成
肥
料
を
１
㎡
当
た
り
40
〜
50

ｇ
畑
全
面
に
ま
き
ま
す
。
つ
る
の
伸
び

が
旺
盛
な
と
き
や
葉
色
が
濃
い
と
き
は

控
え
ま
す
。

し
き
わ
ら
・
し
き
草
、
玉
直
し 

　

つ
る
が
伸
び
始
め
た
ら
雑
草
や
泥
は

ね
に
よ
る
果
実
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

玉
直
し
…
果
実
の
傾
き
を
ま
っ
す
ぐ
上

に
向
け
て
置
き
直
し
ま
す
。

病
害
虫 

ウ
ド
ン
コ
病

　

　

葉
の
表
面
に
白
色
の
粉
を
ふ
り
か
け

た
よ
う
な
円
形
の
病
斑
を
形
成
し
ま

す
。
晴
天
が
続
い
た
、
や
や
乾
燥
条
件

で
多
発
し
や
す
く
、
ま
た
、
窒
素
質
肥

料
が
多
い
と
き
や
生
育
後
期
で
作
物
体

が
老
化
し
て
き
た
と
き
に
も
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
・
カ
ボ
チ
ャ
ミ
バ
エ

　

晴
天
が
続
き
、
雨
が
少
な
い
年
に
発

生
し
や
す
く
な
り
、
カ
ボ
チ
ャ
ミ
バ
エ

は
収
穫
後
に
実
を
切
っ
て
初
め
て
被
害

に
気
が
付
き
ま
す
。
予
防
と
し
て
、
開

花
直
後
に
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
・

ダ
ン
ト
ツ
水
溶
剤
を
散
布
し
ま
す
。
被

害
を
受
け
た
実
は
、
放
置
せ
ず
に
１
ｍ

く
ら
い
の
深
い
穴
を
掘
り
埋
め
ま
す
。

収
穫 

　

セ
イ
ヨ
ウ
カ
ボ
チ
ャ
は
、
開
花
後
40

〜
50
日
で
、
果
梗
が
８
割
ほ
ど
白
く
コ

ル
ク
化
し
、
皮
に
爪
を
立
て
て
く
い
込

ま
な
け
れ
ば
収
穫
し
ま
す
。
収
穫
後
に

日
陰
で
３
〜
４
週
間
（
追
熟
）
ほ
ど
風

乾
す
る
と
、
デ
ン
プ
ン
が
糖
に
変
わ
っ

て
甘
味
が
増
し
ま
す
。
ニ
ホ
ン
カ
ボ

チ
ャ
は
、
開
花
後
25
〜
30
日
で
、
果
実

の
表
面
に
白
く
粉
が
出
て
き
た
頃
が
適

期
で
す
。

カボチャ
カボチャの栽培種は、セイヨウカボチャ、ニホンカボチャ、ペポカ
ボチャのほか、ペポカボチャとセイヨウカボチャの種間雑種があり
ます。日本には戦国時代にポルトガル船によって伝えられたといわ
れています。セイヨウカボチャは江戸末期、ペポカボチャは明治以
降に導入されました。
カボチャは生育が旺盛でつくりやすく、資材や労力が少なくてすむ
ことから、夏の作物として広く栽培されています。

2月1月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

春育苗
春直蒔
抑制作型

収穫蒔種 定植

2.5cm

仕上がった苗
本葉 4 〜 5 枚

覆土の厚さは 1cm くらいに
し、上から軽くおさえておく

抜いてみて根が全体に
伸びわたり、くずれに
くくなった状態が良い

9cm
本 葉 1 枚 の と き
鉢に上げる

1cm

少ない本数なら鉢に直接
種まきして簡単に育てる
こともできる

親づる 1 本、子づる 1 本を伸ばし、ほか
の子づるはかき取る。つるは畝の両側へ、
畝に直角に配置して込み合いを防ぐ

親づる

葉

子づる

竹の棒などを
さして固定

令
和
６
年
６
月
か
ら
肥
料
が
価
格
改
定
と

な
り
ま
し
た
。

日
本
の
肥
料
は
、
原
料
の
大
半
を
海
外
か

ら
調
達
し
て
い
ま
す
。
情
勢
と
し
て
は
、

円
安
の
関
係
に
よ
り
５
〜
10
％
程
度
の
値

上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
で
は
、
以
下
の
７
品
目
を

重
点
銘
柄
と
し
生
産
者
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
。

生
産
者
応
援

　
　
　キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
商
品
の
ご
購
入
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
（
資
材

　

取
扱
店
）
ま
た
は
資
材
店
舗
へ

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
】

　

重
点
銘
柄
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
当
用
価

格
を
据
え
置
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
対
象
銘
柄
】

　

１　

望
ち
ゃ
ん　

20
㎏

　

２　

Ｂ
Ｂ 

さ
く
あ
さ
ま
野
菜
１
号　

20
㎏

　

３　

Ｂ
Ｂ 

さ
く
あ
さ
ま
野
菜
２
号　

20
㎏

　

４　

Ｂ
Ｂ 

さ
く
あ
さ
ま
ブ
ッ
コ
リ
ー

　
　
　

専
用　

20
㎏

　

５　

Ｂ
Ｂ 

う
ま
く
だ
有
機
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　

20
㎏

　

６　

Ｂ
Ｂ 

Ｎ
Ｋ
Ｃ
７
０
７
号　

20
㎏

　

７　

燐
硝
安
加
里
Ｓ
２
４
８ 　

20
㎏

【
期
間
】

　

令
和
６
年

　

６
月
30
日
ま
で

●５月号「家庭菜園便利帖」のお詫び　表紙の記載が「サツマイモ」となっておりました。謹んでお詫びいたします。
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花き販売６.８億円を目指す

自給率向上をめざして

花き専門委員会総会

女性会野菜苗配布

　当ＪＡ花き専門委員会は令和６年度の販売目標を６.８億
円に決めました。消費者に選ばれる高品質な切り花を生産
し、販売力を強化するとともに、新規栽培者の確保と育成
に取り組み、生産拡大を目指す方針です。４月１８日、本
所で開いた総会には、部会員やＪＡ関係者など３５人が出
席。役員改選では、専門委員長に佐久穂町でキクを栽培す
る油井進さんが選ばれました。

　当ＪＡ女性会は「日本の農地を守るために自給運動をすすめ
ます」の一環で５月１３日から１７日にかけて１４支部の会員
１４００人を対象に野菜苗「ミニトマト（甘っこ）」と「ピー
マン（ジャンピー）」の苗５６００本を無償配布しました。望
月支部では１５日、佐久望月支所で野菜苗の配布と家庭菜園教
室を開き２３人が参加。栽培のポイントや夏野菜の整技の方法
について学びました。参加者は「ジャンボピーマンがどの位の
大きさになるのか楽しみ。収穫したらピーマンの肉詰めにして
味わいたい」と話しました。

地元産野菜を求めて
道の駅ヘルシーテラス佐久南
　当ＪＡが指定管理者として運営する「道の駅ヘルシーテラ
ス佐久南」が５月３日から６日の４日間、ゴールデンウィー
クフェスティバル・佐久バルーンフェスティバル２０２４協
賛イベントを開きました。キャベツやシイタケ、ピーマンな
どの野菜を詰めたバーベキューセットや、地元で採れた山菜
などを販売。レジ通過者に先着で農協牛乳（２００㎖）をプ
レゼントし、大勢の利用者で賑わいました。同道の駅は、市
や関係機関と連携したイベントを企画し、地域農産物のファ
ンづくりに取り組みます。

野菜を買い求める来店者

事業方針などを確認した総会

野菜苗を確認する会員ら

出荷規格を確認
北大井野菜部会春期目揃え会
　春野菜の出荷最盛期を前に当ＪＡ北大井野菜部会は５月
１０日、北大井第一予冷庫で春期目揃え会を開き、生産者
や市場、ＪＡ関係者ら約８０人が参加しました。ＪＡ担当
者がレタスやサニーレタス、チンゲン菜などの品目ごとに
目揃えのポイントを説明。形状や等級ごとの箱詰め方法な
どを確認しました。同部会では今年度、主要品目のレタス
やブロッコリーなど合わせて販売目標２３.５億円達成を目
指します。

出荷規格を確認する生産者

Sakuasama Topics

果樹販売１０億円を目指す
果樹専門委員会総会

５６人が出席した総会

　当ＪＡ果樹専門委員会は、令和６年度の販売目標を１０億円
とし、生産基盤の再生と強化を図るとともに、地域部会や専門
委員会組織を中心に「継続できる産地づくり」を進め、果樹栽
培の活性化に取り組む方針です。４月１６日、ベルウィンこも
ろで開いた総会には、専門委員やＪＡ関係者らが出席し、令和
６年度事業方針などを確認。役員改選では、専門委員長に佐久
市でリンゴを栽培する秋山勝之さんが選ばれました。

入
賞
作
品
（
所
属
支
部
・
氏
名
）

 

■
組
合
長
賞
『
最
優
秀
賞
』
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

年
越
し
は
鯉
の
う
ま
煮
と
子
ら
の
言
ふ　

佐
久
岩
村
田
支
部　

花
里 

ひ
さ
枝

昼
寝
し
て
五
体
ば
つ
ち
り
充
電
す　
　

臼
田
支
部　
　

清
水 

正
子

畑
仕
事
窓
辺
の
猫
に
留
守
た
の
み　
　

北
大
井
支
部　

三
井 

あ
き
子

初
鍬
や
打
て
ば
応こ
た

へ
て
匂
ふ
土　
　
　

望
月
支
部　
　

臼
田 

章
子

そ
れ
ぞ
れ
の
畑
に
名
の
あ
り
春
は
る
う
な
い
耕　
　

望
月
支
部　
　

羽
田 

幸
江

 

■
協
議
会
長
賞
『
優
秀
賞
』
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

幣ぬ
さ

二
つ
注し

め連
三
本
の
ど
ん
ど
焼　
　
　
　

佐
久
岩
村
田
支
部　

茂
木 

貞
夫

鬼ほ
お
ず
き灯
の
赤
と
苦
さ
や
母
が
い
る　
　
　
　

臼
田
支
部　
　

依
田 

節
子

若
者
を
狙ね

ら

え
と
強
く
蚊
を
叩
く　
　
　
　

臼
田
支
部　
　

五
味 

完

桐
の
葉
の
落
ち
て
蛙
を
下
敷
き
に　
　
　

御
代
田
支
部　

金
沢 

安
子

田
も
畠
も
鹿
除
け
テ
ー
プ
張
ら
れ
初
夏　

立
科
支
部　
　

今
井 

稔
子

 

■
入
選
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

浅
間
岳
襞
ふ
か
ぶ
か
と
年
暮
る
る　
　
　

佐
久
岩
村
田
支
部　

谷
津 

長
子

角す
み

刈
り
て
な
ん
と
も
軽
き
稲
穂
か
な　
　

佐
久
岩
村
田
支
部　

中
山 

和
子

手
な
れ
た
る
米
寿
の
夫つ

ま

の
田
植
か
な　
　

佐
久
岩
村
田
支
部　

秋
山 

か
よ
子

寒
晴
や
浅
間
山
に
向
か
う
小
海
線　
　
　

佐
久
岩
村
田
支
部　

新
地 

章
倫

動
か
ざ
る
蝗

い
な
ご
の
終つ

い

の
青
き
糞ま

り　
　
　
　
　

中
込
支
部　
　

馬
場 

利
幸

冬
茜
散
歩
に
誘
い
上
が
り
込
む　
　
　
　

野
沢
支
部　
　

土
屋 

美
奈
子

不
老
長
寿
の
人
参
育
て
神
の
旅　
　
　
　

臼
田
支
部　
　

細
谷 

三
恵
子

稲
穂
波
引
い
て
返
し
て
八や

つ
ヶ
岳
浅あ

さ

ま
間
山　

臼
田
支
部　
　

三
石 

俊
司

水
上
が
り
頭
入
れ
見
る
茎く

き

の
桶お

け　
　
　
　

臼
田
支
部　
　

井
出 

敦
子

歌
い
出
す
心
と
体
春
の
風　
　
　
　
　
　

佐
久
穂
支
部　

黒
沢 

俊
典

日
向
ぼ
こ
寄
り
そ
う
猫
の
ふ
つ
く
ら
と　

佐
久
穂
支
部　

髙
見
澤 

徳
子

鳶
の
舞
ふ
か
す
み
た
ち
た
る
浅
間
山　
　

小
諸
支
部　
　

土
屋 

實

米
寿
過
ぎ
な
す
こ
と
あ
ら
む
草
む
し
り　

小
諸
支
部　
　

塩
川 

正

正
月
の
餅
の
切
れ
は
し
あ
ら
れ
菓
子　
　

御
代
田
支
部　

小
林 

弘
子

切
り
干
し
の
大
根
晒さ

ら

す
星
明
り　
　
　
　

望
月
支
部　
　

佐
藤 

康
弘

十
畳
の
間
に
ぽ
つ
ね
ん
と
春
炬
燵　
　
　

浅
科
支
部　
　

小
泉 

和
男

ど
ん
ど
焼
繭
は
何
か
と
孫
の
問
ふ　
　
　

立
科
支
部　
　

竹
内 

愛
国

坦た
ん
た
ん々

と
唯た

だ

坦
々
と
鍬
を
振
る　
　
　
　
　

立
科
支
部　
　

山
之
上 

俊
枝

初
時
雨
日
毎
に
進
む
古
時
計　
　
　
　
　

立
科
支
部　
　

六
川 

孝
則

採
り
残
し
白
菜
凍
み
に
耐
へ
て
旬

し
ゅ
ん　
　
　

立
科
支
部　
　

中
澤 

米
子

応募総数372句から30句が入賞
第１９回ＪＡ佐久浅間年金友の会俳句コンテスト
　当ＪＡ年金友の会協議会は４月２５日、本所で俳句コンテス
ト表彰式を開きました（写真）。誰もが気軽に楽しめる俳句を
通して大勢の会員に参加してもらおうと毎年開催しています。
「ＪＡ管内の自然・農業・四季」を題材に７９人の会員から
３７２句が寄せられ、入賞３０句を決定しました。



クロスワードクロスワード
クイズ

13 JAHOO
2024-6 12JAHOO

2024-6

【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

用
水
の
流
れ
は
速
し
田
の
準
備

花
木
槿
（
佐
久
市
）

田
の
水
に
夕
陽
が
２
つ
代
か
き
後Ｓ

・
Ｉ
（
佐
久
市
）

菜
の
花
に
み
つ
ば
ち
逆
立
ち
か
わ
い
ら
し

Ｍ
子
（
東
御
市
）

歓
談
や
書
道
出
展
囀
り
ぬ

竹
（
東
御
市
）

ど
く
だ
み
の
匂
い
ま
と
め
て
ビ
ン
に
さ
す

Ｔ
子
（
佐
久
市
）

御
湿
り
と
温
度
伴
い
若
芽
出
づ

仏
の
雅(

佐
久
市
）

な
つ
か
し
き
姉
妹
で
素
足
田
植
か
なか

ほ
（
佐
久
市
）

浮
苗
や
夕
方
湯
浴
び
疲
れ
と
る

ね
こ
（
佐
久
市
）

月
を
背
に 

川
面
に
影
を 

写
し
ゆ
れ

し
だ
れ
柳
は 

粋
な
風
待
ち

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

鍬
握
り 

腰
の
痛
み
に 

耐
え
な
が
ら

足
で
測
っ
て 

ジ
ャ
ガ
イ
モ
蒔
き
ぬデ

ブ
ジ
（
佐
久
市
）

雨
を
得
て 

木
々
は
い
っ
き
に 

青
を
増
し

山
は
一
面 

緑
一
色

Ｈ
・
Ｓ
（
佐
久
穂
町
）

そ
よ
風
に 

若
葉
し
げ
れ
る 

景
勝
地

野
鳥
鳴
く
声 

信
濃
の
自
然マ

ロ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

今
年
は
家
庭
菜
園
を
少
し
増
や
し

ま
し
た
。
何
し
ろ
野
菜
が
高
い

し
物
価
も
高
く
な
っ
た
の
で
少
な
い

年
金
を
有
効
に
使
う
為
に
も
自
給
自

足
で
頑
張
り
ま
す
。

Ｈ
・
Ｋ
（
佐
久
市
）

ク
ル
ミ
畑
の
草
と
格
闘
し
て
お
り
、

お
か
げ
で“
足
”が
丈
夫
に
な
り

達
成
感
も
あ
り
一
石
二
鳥
で
す
。

Ｆ
・
Ｉ
（
小
諸
市
）

過
日
の
遅
霜
に
つ
い
て
路
地
物
の

野
菜
に
害
を
被
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
私
の
父
は
「
ま
た
植
え

直
し
て
い
ち
か
ら
や
り
直
そ
う
！
」

と
意
気
込
ん
で
い
る
姿
に
「
何
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
80
代
だ
」
と
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

Ｎ
・
Ｙ
（
佐
久
市
）

庭
の
敷
石
を
一
面
に
敷
い
た
所
に

ス
ミ
レ
が
顔
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
“
ど
根
性
ス
ミ
レ
”
で

す
。
そ
の
力
強
さ
に
感
動
で
す
。
か

つ
て
私
も
“
雑
草
の
よ
う
に
生
き
た

い
”
と
中
学
の
卒
業
文
集
に
書
い
た

の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

佐
久
の
つ
ー
子
（
佐
久
市
）

先
日
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
青
空
の
中
開
催
さ
れ
自
宅

の
庭
か
ら
も
十
分
楽
し
め
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
バ
ー
ナ
ー
の
音
が
聞
こ

え
る
低
空
飛
行
。
来
年
も
楽
し
み
で

す
。

羊
（
佐
久
市
）

今
年
も
た
く
さ
ん
の
「
ス
ギ
ナ
」

が
出
て
き
て
困
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
根
の
奥
ま
で
取
っ
て
い
ま
す
が
、

取
り
切
れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
「
サ
ク

ラ
草
」
も
ス
ギ
ナ
に
負
け
て
し
ま
い

シ
ョ
ッ
ク
で
す
。

Ｍ
・
Ｕ
（
軽
井
沢
町
）

家
庭
菜
園
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
霜
で

真
っ
黒
。
そ
の
他
の
野
菜
も
鹿

や
猿
に
食
べ
ら
れ
こ
れ
か
ら
農
業
も

大
変
で
す
ね
。

里
山
バ
ア
バ
（
佐
久
市
）

イ
チ
ジ
ク
の
冬
囲
い
を
は
ず
し
た

ら
直
径
１
㎝
位
の
実
が
つ
い
て

い
て
び
っ
く
り
。
大
き
く
な
る
の
を

楽
し
み
に
待
つ
こ
と
に
し
ま
す
。
早

朝
の
畑
の
見
回
り
は
、
生
き
て
る
今

を
後
押
し
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
い
い

時
間
で
す
。

ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

ピー子ちゃんのママ（佐久市）

朝（佐久市）森のひつじ（小諸市）

Ｋ . ばあば（御代田町）

サザエ（佐久市）

昨
日
の
寒
さ
に
驚
き
ま
し
た
が
、

今
朝
起
き
た
ら
外
は
０
度
。
目

の
前
が
真
っ
暗
に
苗
間
の
事
で
す
。

も
う
ビ
ニ
ー
ル
は
と
っ
て
あ
る
の
で
、

水
は
い
っ
ぱ
い
に
か
け
て
あ
り
ま
し

た
が
苗
の
頭
は
黒
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
季
節
の
変
化
に
は
農
業
は
大
変

難
し
い
で
す
ね
。し

い
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

昨
年
、
小
学
１
年
生
の
孫
が
、
今

年
小
学
１
年
生
に
な
っ
た
い
と

こ
を
「
夏
休
み
に
じ
い
じ
と
ば
あ
ば

の
家
に
お
泊
り
に
一
緒
に
行
こ
う
」

と
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
じ
い
じ
と
ば

あ
ば
は
大
変
で
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｍ
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

昨
日
朝
、
歩
い
て
い
て
今
年
初
め

て
か
っ
こ
う
の
鳴
き
声
を
聞
き

ま
し
た
。
も
う
そ
ん
な
季
節
で
す
ね
。

今
は
ど
こ
へ
行
く
に
も
す
ぐ
車
を

使
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
歩
く

と
気
付
か
な
か
っ
た
物
が
見
え
た
り
、

聞
こ
え
た
り
、
匂
っ
た
り
新
し
い
発

見
が
出
来
て
す
ば
ら
し
い
！
道
端
の

小
さ
な
お
花
な
ん
て
す
ご
ー
く
か
わ

い
い
で
す
。

Ｎ
・
Ｔ
（
佐
久
市
）

雲
一
つ
な
い
青
天
!!
で
も
コ
タ
ツ

で
テ
レ
ビ
。
草
か
き
等
が
外
で

は
待
っ
て
い
る
が
ま
あ
何
と
か
な
る

さ
!!

琉
球
菊
（
御
代
田
町
）

今
年
は
３
カ
所
つ
ば
め
が
巣
を
作

り
始
め
た
が
、
２
つ
は
途
中
で

や
め
て
い
た
。
夫
が
言
う
に
は
ヘ
ビ

が
く
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
と

の
こ
と
。
つ
ば
め
も
し
っ
か
り
考
え

て
つ
く
っ
て
い
る
の
に
感
心
。
フ
ン

害
は
困
る
が
、
エ
サ
を
与
え
る
時
の

か
わ
い
い
声
を
聞
き
た
く
て
我
慢
し

て
い
る
。

の
ん
の
ん
（
立
科
町
）

昨
日
か
ら
今
朝
に
か
け
て
の
寒
さ

で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
霜
被
害
に
！

急
激
な
暖
か
さ
で
何
と
か
持
ち
直
し

て
く
れ
れ
ば
い
い
の
だ
が
・
・
・
。

ウ
ス
ポ
ン
（
佐
久
市
）

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
  （イラスト・俳句等）
③16ページ 
  「農を拓く」の感想
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●記載された個人情報は、広報誌の編集およびプレ
ゼント発送等を目的とし、それ以外には一切利用い
たしません。
●１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

63

こちらの
QRコード
からも応募
できます

新
芽
の
や
わ
ら
か
い
部
分
の
ヨ
モ

ギ
を
取
っ
て
来
て
草
も
ち
を

作
っ
た
。
ヨ
モ
ギ
と
も
ち
粉
を
混
ぜ

る
の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
香
り
が
と

て
も
さ
わ
や
か
で
お
い
し
く
と
て
も

上
手
に
出
来
て
う
れ
し
か
っ
た
！
一

年
に
一
度
か
二
度
位
し
か
作
ら
な
い

け
ど
一
つ
の
行
事
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ア
ッ
コ
（
佐
久
市
）

猿
を
た
く
さ
ん
見
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
20
、
30
匹
と
集
団
で
…
。

お
ち
お
ち
外
に
も
で
ら
れ
ま
せ
ん
。

エ
リ
（
佐
久
市
）

畑
仕
事
も
い
よ
い
よ
本
気
で
取
り

組
ま
な
く
て
は
・
・
・
。
色
々

な
苗
を
Ｊ
Ａ
で
購
入
。
お
い
し
い
野

菜
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
す
よ
う

に
！

Ｋ
・
Ｉ
（
佐
久
市
）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『ナガグツ』
でした。

◇◆ヨコのカギ◆◇
①七夕の短冊を付ける植物
②鳥が羽ばたかせるもの
③東北地方で牛のこと
④だしじゃことも呼ばれます
⑤ひ孫の子どもです
⑦ロンドンの○○○○○空港は英国最大の国際空

港です
⑨ポンポンと地面で突いて遊びます
⑪高校球児が試合をするときに履きます
⑬ピサにあるものは傾いていることで有名です
⑮シャンプーの後で使う人もいます
⑰侍が腰に差していたもの
⑲○○ふり構わずがむしゃらに取り組んだ
�漢字などに付ける小さな文字側

◇◆タテのカギ◆◇
①小説を書く人をこう呼ぶことも
③貼り合わせて合板を作ります
⑥アジやイワシと並んでよく食べられる青魚
⑦天の川を渡って織り姫に会いに行きます
⑧春がスプリングなら夏は
⑩目で見える範囲のこと
⑫手首のこと。○○○バンド
⑭ 2024 年の夏季五輪が行われる都市
⑯渡り○○○を通って隣の校舎へ行った
⑱アウターの反対語
⑳ウイスキーはこの中で熟成します
�病気の治療や予防に使われます
�打ち上げ○○○、線香○○○

応募総数 65 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

●締切6月27日㈭（消印有効）

★クイズ正解者の中から
　抽選で 6 名の方に
 「ごまだれ冷やし中華   
  １箱（３人前
　× ４袋）」を
　差し上げます。

後
期
高
齢
者
」
と
い
う
名
前
「
大

嫌
い
」
と
思
っ
て
い
た
の
に
75

歳
に
な
っ
た
途
端
、
毎
日
ど
っ
か
が

調
子
悪
く
て
全
く
言
い
当
て
た
言
葉

だ
と
納
得
し
て
い
ま
す
。

な
ま
け
者
（
佐
久
市
）

「
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監事会　5 月 24 日開催 / 報告事項
①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの報告について
③４月内部監査実施状況報告について

理事会　5 月 24 日開催
決議事項
第 1 号議案　令和５年度決算監事監査整備改善指示

事項処理顛末書について
第 2 号議案　令和５年度会計監査人監査報告書につ

いて
第 3 号議案　令和５年度監事監査報告書について
第 4 号議案　行政庁に提出する業務報告書及び連結

業務報告書について
主な報告事項
①４月末部門別損益計算書について
②ＪＡ財務モニタリングについて

③第２５回通常総代会の運営について
④役員選任議案に係る立会人の推挙について
⑤令和６年４月末余裕金運用状況について
⑥令和６年度第２四半期余裕金運用計画について
⑦有価証券の購入について
⑧会計監査人の再任について
⑨内部監査実施状況について

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（7月）
　9日㈫　  軽井沢支所
　20日㈯　佐久岩村田支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610

■相談日　6月27日㈭ 午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　6月20日㈭  　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

道の駅ヘルシーテラス佐久南
７周年感謝祭開催

７年間の感謝の気持ちを込めて感謝祭を開催し
ます。当日は、さまざまなイベントを企画して
います。
みなさまのご来店を心よりお待ちしております。

●開催期間　７月６日㈯〜７月７日㈰
●時　　間　午前９時〜午後４時頃まで
詳細はホームページまたは Facebook へ

■お問い合わせ　道の駅ヘルシーテラス佐久南
　　　　　　　　TEL 0267 ー 78 ー 3383
　　　　　　　　営業時間  午前 9 時〜午後 6 時

組合員資格要件の確認と
変更時の手続きについて

組合員の
皆さまへ

　当ＪＡでは定款の規定により、組合員加入申し込み時の提出書類記載事項に変更があった
場合や組合員資格に変更があった場合には、その旨を届けていただくことになっています。
　組合員資格、氏名、住所、電話番号等の届出事項に変更がありましたら、当ＪＡの最寄り
の支所（店）にご連絡をお願いいたします。

次の資格要件をご確認ください

●５アール以上の土地を耕作しているか、１年に６０日以上農業
に従事している個人で、その住所または土地や施設が当組合の
地区内にある方。

●農業を営む法人※で、その事務所または経営に係る土地が当組
合の地区内にある法人。

　※常時使用する従業員数が300人を超え、かつその資本の額
　　または出資総額が３億円を超える法人を除く。

●当組合の地区内に住所を有する個人で、当組合の事業を利用するこ
　とが適当と認められる方。または、勤務地を有する個人で１年以上
　継続して貯金、貸付、購買、共済のいずれかの事業を利用し、引き
　続き利用することが適当と認められる方。

●当組合の地区外に住所を有する個人で、１年以上継続して購買、販
　売、特定農地貸付のいずれかの事業を利用し、引き続き利用するこ
　とが適当と認められる方。

■組合員資格に関するお問い合わせは、最寄りの当ＪＡ支所（店）へ

正組合員資格

准組合員資格

農作業事故を防ごう

ＪＡの自動車共済にご加入いただくと…

農業経営をＷ
ダブル

で応援！！
県内では公道での農機による交通事故が毎年発生して
います。安全確認と予防対策で公道での農機による死
亡事故を防ぎましょう！公道での農機の交通事故は大
きく分けて単独事故（用水路等への転落. 傾斜地での
横転等）と他の車両からの追突事故（夜間等における
追突）の２種類があります。

ご契約のお車により他人を死傷させたり、他人の車や
モノをこわしたときの保障、自動車事故によるご自身
のケガへの保障等があり、ご安心いただけます。

農業に関するご相談(資金・支援等)はＪＡにお任せく
ださい。
ＪＡアグリマイティーローン・ＪＡ農機ハウス
ローン・農業近代化資金をお借入の場合

■詳しくはお近くのＪＡ共済窓口へ

■詳しくはお近くのＪＡ融資取り扱い店舗または
　金融部ライフサポートセンターへ

「望月高原ヨーグルト」は、地元望月産生乳のみを使用し
た本格的なヨーグルトです。お中元・ご贈答用におすすめ
の商品です。

●おすすめセット
　ファミリーセット
　2,177円（税込）

※上記以外にもお得な
　セットをご用意して
　おります

■お問い合わせ　しらかばアイス・ヨーグルト工場
　　　　　　　　TEL 0267ー54ー2075

お中元・ご贈答用に

応援１ 最大年１％利子補給

応援 2 保証料全額助成

農業者の皆さまの金利負担を軽減するため最大で
年１％利子補給いたします。
●お借入時の金利に合わせて利子補給率（最大１％）は変動します。
●長野県農業信用基金協会の保証の有無により補給後の下限利率は
　異なります。（保証あり：年 0.2%　保証なし：年 0.4%）
　農業近代化資金については保証の有無にかかわらず、下限金利は
　年 0.0% になります。

農業者の皆さまの保証料負担を軽減するため長野
県農業信用基金協会にお支払いいただいた保証料
相当額を全額助成いたします。
対象要件：お借入時に“一括前払い”にてお支払いいただいた
　　　　　保証料が対象になります。
※ 助成を受けるにあたってお借入金額の条件があり、お借入金

額等によっては受けられない助成もございます。
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SDGs

わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

馬
瀬
口
を
ブ
ラ
ン
ド
産
地
に
し
た
い

馬
瀬
口
を
ブ
ラ
ン
ド
産
地
に
し
た
い

御
代
田
町
馬
瀬
口
の
古
越
一
さ
ん
は
、
父
の
久
男
さ
ん
と
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
や
リ
ー
フ
レ
タ
ス
な
ど
非
結
球
レ
タ
ス
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。         

小
さ
な
頃
か
ら
外
で
遊
ぶ
感
覚
で
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た

が
農
業
を
継
ぐ
こ
と
は
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学

生
の
時
、
父
が
一
生
懸
命
農
業
に
取
り
組
む
姿
を
見
て
『
農

業
を
や
り
た
い
』
と
思
い
、
高
校
・
短
大
と
農
業
を
学
び
卒

業
と
同
時
に
就
農
し
ま
し
た
。
父
か
ら
教
わ
っ
た
適
期
収
穫

が
で
き
る
よ
う
数
日
お
き
に
定
植
す
る
こ
と
や
日
々
、
苗
を

観
察
し
病
気
や
肥
料
・
水
分
不
足
を
葉
の
色
で
見
極
め
、
生

育
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
場
の
灌
水
対
策
と
し
て

乾
い
た
土
で
も
作
物
が
成
長
す
る
方
法
を
聞
き
、
研
究
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古
越
さ
ん
は
「
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
レ
タ
ス
を
栽

培
し
、
馬
瀬
口
を
ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
し
て
広
め
た
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

（39）

御
代
田
町
馬
瀬
口
　
古
越 

一
さ
ん


